
動物実験に関する自己点検票 （平成 30 年度） 
 

動物実験責任者 東が丘・立川看護学部 看護学科 講師 小宇田 智子 

動物実験・飼育室

の設置場所 

東が丘・立川看護学部 看護学科立川看護学部 演習・実験棟飼育室 

動物処置室の設

置場所 

東が丘・立川看護学部 看護学科立川看護学部 演習・実験棟ラボ室 

研究課題 二次胆汁酸の大腸上皮に対する影響とヤマワサビ葉抽出物の効果 

動物実験の目的 高脂肪食の摂食により腸内細菌叢が変化し、大腸内の二次胆汁酸の生

成量が増加する。二次胆汁酸は炎症性大腸炎や大腸がんの促進因子で

ある。一方、ヤマワサビやわさびの辛み成分は抗炎症作用や抗がん作

用が報告されている。そこで、二次胆汁酸による大腸上皮組織への炎

症をヤマワサビ葉抽出物が抑制するかどうかを検討することを目的

とした。 

使用動物 動物種 性別 系統 匹数 入手先 遺伝的

保証 

微生物学的

保証 

マウス オス ICR 24 東京実験動

物（株） 

- SPF 

安全管理上注意

を要する動物実

験 

該当しない 

動物実験の方法 24 匹の 5 週齢雄性 ICR マウスを MF 粉末飼料（オリエンタル酵母）

にて 3～4 日間予備飼育し、ランダムに 6 匹ずつ 4 群（対照群、コー

ル酸投与群、ヤマワサビ抽出物投与群、コール酸＋ヤマワサビ葉抽出

物投与群）に分けた。対照群には MF 粉末飼料、コール酸投与群には

1.2% w/w の濃度でコール酸を添加した MF 粉末飼料、ヤマワサビ葉

抽出物投与群には 0.6% w/w の濃度でヤマワサビ葉抽出物を添加した

MF 粉末飼料、コール酸＋ヤマワサビ葉抽出物投与群には 1.2% w/w

コール酸および 0.6% w/w ヤマワサビ葉抽出物を添加した MF粉末飼

料を 4 週間自由摂食させた。その間、体重および摂餌量を測定した。

尚、コール酸およびヤマワサビ葉抽出物の混餌濃度は、他施設の予備

実験の結果を踏まえて決定した。本混餌濃度では下痢や血便、便秘な



どはみられなかった。 

明暗周期は 07:00～19:00 の 12 時間周期、飼育温度 23℃、湿度 55%

の環境で飼育した。 

飼育終了後、3 種混合麻酔薬（メデトミジン＋ミダゾラム＋ブトルフ

ァノール混合麻酔）を腹腔内投与して深麻酔し、大腸を摘出し組織・

細胞学的評価および遺伝子発現量の定量に供した。 

3R 当該動物種

と使用数を

必要とする

理由 

マウスはラットと比べて体が小さいため、比較的小さなスペースで飼

育が可能であり、消費する飼料も少量ですむ。本計画で用いるヤマワ

サビ葉抽出物は一度に大量に生成することが困難であるため、マウス

を用いる。また、ICR マウスは他の近交系マウスに比べて体が大きく、

比較的おとなしくて扱いやすい。そのため、薬理実験などで多く用い

られる系統である。そこで本計画では代表的なクローズドコロニー系

統の ICR マウスを選択した。 

マウスは、対照群、コール酸投与群、ヤマワサビ葉抽出物投与群、コ

ール酸＋ヤマワサビ葉抽出物投与群の 4 群にわけ、各群 6 匹ずつ、合

計 24 匹使用した。 

動物の苦痛

軽減、排除

の方法 

臓器摘出の際には 3 種混合麻酔薬（メデトミジン＋ミダゾラム＋ブト

ルファノール混合麻酔）を腹腔内投与による深麻酔により、苦痛を軽

減した。 

動物実験終

了時の安楽

死の方法 

3 種混合麻酔薬（メデトミジン＋ミダゾラム＋ブトルファノール混合

麻酔）を腹腔内投与して深麻酔し、心採血により脱血死させた。 

動物実験実施者

及び飼養者 

東が丘・立川看護学部 看護学科 

 講師 小宇田 智子 

 教授 今井 秀樹 

東京医療保健大

学動物実験委員

会への申請・審

査・承認・報告 

本実験は、東京医療保健大学動物実験委員会規定に従い、東京医療保

健大学動物実験委員会に申請、審査、承認、報告のもとに行われた。 

申請日：平成 30 年 4 月 9 日 

承認日：平成 30 年 4 月 18 日 

報告日：平成 31 年 3 月 1 日 
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